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春風の候、保護者の皆様はいかがお過ごしでしょうか。今冬当初は、昨年同様の降雪となりましたが、そ

の後は落ち着いた天候が多く、雪解けも進んで春の気配を強く感じる季節となりました。 

 さて、今年度も新型コロナウイルス感染の影響もあり、生徒、保護者の皆様も不安や心配な思いで毎日を

過ごされていたことと思います。学校は、感染防止の取り組みを日々心掛けてきた結果、臨時休業・学校閉

鎖等はあったものの、授業時数を確保し令和３年度の教育課程を修了することができました。 

 ３月２５日（金）より学年末休業、４月７日（木）まで年度始休業となります。休み期間中におかれまし

ても感染予防をしっかり取られて、４月８日（金）の始業式で、また元気な姿で生徒の皆さんにお会いでき

ることを、教職員一同楽しみにしております。 

 

令和３年度 修了式 ～校長講話（趣旨）～ 

修了式を迎え、２つのことについてお話しします。 

一つ目は、コロナ感染防止対策の継続してきた成果です。 

皆さんがしっかりと守ったからこそ、クラスターも起きな 

かった。どうもありがとう！ 

二つ目は、いま行われている大相撲のことです。大相撲は１５日間開催されます。そこで１５日目で、   

勝ち星が先行したら位は上がり、負け越したら位は下がります。 

 そこで考えました。人生は、８勝７敗。これでよいのだと。たとえば、１勝１４敗は、ありえない。１４

勝１敗もありえない。負けが続いていると感じることもありますが、前向きに生きていくことが大事です。

勝ちが続いて負け知らず、というのも調子に乗っている感じで危ない。 

 ８勝７敗。７敗は、思いどおりにならないこと、うまくいかないこともそれだけある、ということです。

それでも、一つ勝ち越せばいいのです。 

 最後に、４月を全員で迎えられるよう、春休みの感染予防もよろしく頼みます。 

 

 

 

 

 

 

マスクの着用      手指消毒       毎日の検温       距離をとる 感染症対策は、 
いまできること、 
続けることが大切！！ 



【教務部より】 

皆さん、進級おめでとうございます。 

一年間を振り返って、どんな事が思い浮かぶのでしょうか？楽しかったこと、怒られたこと、悔しかった

こと、一人ひとり違うと思いますが、それも皆さんの財産になります。 

４月１１日（月）は、皆さんがこの一年間の学習をどの程度理解出来ているかを知るためのテスト（国語・

数学・英語）を実施します。自分自身を振り返って、学習面など足りないところを補う時間にして欲しいと

思います。また、この機会に家族へ身に付けた技術を披露して感謝の気持ちを伝える機会を作ってはいかが

でしょうか？ 

新学期、忘れ物のないよう元気に登校してくださいね。 

保護者の皆様、今年度も新型コロナウイルス感染症に伴う休校等がありましたが、７時間授業の実施や長

期休業短縮、行事の見直しにより、授業時数を確保することができました。次年度も生徒の学びの時間を十

分に確保した学校生活になるよう努めてまりますので、ご理解ご協力の程、よろしくお願いいたします。 

 

【生徒・進路指導部より】 

 生徒・進路指導部より 

 春休みは新年度に向けての準備期間です。進級できたことの意味をよく考え、４月からどんな自分になる

かをイメージしてください。そしてそれを実現するためにひとつずつ計画を立て、実行に移していきましょ

う。 

 春休みは次のことに気を付けて生活を送りましょう。 

・規則正しい生活を送ること。特に食事と睡眠は大切です。そして決して無為な１日を過ごさないように。 

・健康には十分注意すること。特に感染症対策は気を抜かず、最大限の注意を払って行動すること。 

・この１年を振り返り、次の１年をどう自分の成長につなげるか考えること。そして実行すること。 

・スマートフォンの使い過ぎに気を付けること。 

・自宅学習は少しずつでも毎日取り組むこと。不足している部分を補う絶好の機会です。 

・何かあったら必ず学校に連絡すること。 

 ４月に皆さんが元気に登校してくれることを楽しみにしています。ぜひ有意義な春休みを過ごしてくださ

い。 

 

今後の主な行事予定（令和４年４月） 

1(金) 年度始休業（～７日） 19(火) 実習服・包丁貸与式、尿検査（１次） 

6(水) 開寮（１３時）、PTA役員会（１６時） 20(水) X線・心電図検査（1学年） 

7(木) 新入生礼法指導 25(月) 身体測定 

8(金) 着任式、始業式、入学式（１３時３０分）、完全下校 26(火) 交通安全教室 

 入寮式（１７時） 29(金) PTA総会・授業参観日、午前授業（給食なし）、 

11(月) オリエンテーション（1年）、対面式  部活動保護者説明会、文書発送日 

 到達度テスト（2・3年） 30(土) 閉寮（１２時～、～５月７日） 

12(火) 到達度テスト（１年）、ケータイ・スマホ安全教室   

    



今年度末をもちまして、東 清明 事務長がご退職、鈴木  浩 校長が北海道平取高校、田巻 光隆 先生

が北海道富良野高校へ転任、大石 良明 先生が任期満了、時間講師の飛岡わかえ 先生が三笠高校を去るこ

ととなりました。勤務期間中のご指導に感謝し、今後の更なるご活躍にご期待申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校長 

 鈴木 浩 

 三笠高校は、調理師、製菓衛生師を目指す高校生にとっては、全国レベルの申し分のない環

境です。唯一、不自由なことは、小さい、狭い社会で３年間を過ごすことです（これは変えよ

うがないので、今までの在校生は逆にこれを自分たちの強みにしてきました）。 

 コロナ禍が落ち着いたら、外の世界に飛び出そう！有名店での食べ歩き。志を同じくする

高校生との交流。生産者さん、製造者さんのところへの見学。美的感覚を養うための美術館巡

り・図書館巡り……。 

長時間スマホをいじっている時間は無駄な時間です。受け身の勉強におさらば！君たちの

今後の活躍に期待します。 

この度、３月３１日付をもちまして定年退職となります。平成２９年４月から事務長として

勤めさせていただきました。在職中は皆様に大変お世話になり、心より感謝申し上げます。 

私は４２年前、道立三笠高校を卒業しました。当時は生徒９３０人、教員８０人、校舎は 

ぼろい木造で石炭ストーブ等、今とは大きく違いますが、今でも変わってないのが学校名、 

校章、校歌です。行事等で校歌を聴くと懐かしく思うこの５年間でした。 

退職後は、一三笠市民として三笠高校を応援していきたいと思います。 

最後に、皆様の更なるご健勝とご活躍をご祈念申し上げ、お礼と退職の挨拶とさせていただ

きます。本当にありがとうございました。 

事務長 

 東 清明 

教諭 

 田巻 光隆 

三笠高校では、６年間お世話になりました。振り返ると一つ一つが懐かしく感じられます。

その中でも特に思い出深いのは、日々の HR 活動や学校行事を通して生徒とたくさん笑い合っ

たことと、様々な場面において生徒の頑張りや成長を見ることができたことです。２度担任を

持たせていただいた中で、私自身も、たくさんのことを学ばせていただきました。この春、別

の場所での新たな一歩を踏み出すことになりますが、この学校で学び身に付けたことを生か

し、新しい生徒とともに自分自身も成長していきたいです。最後に、保護者の皆様、地域の皆

様、６年間本当にお世話になりました。この場を借りて感謝申し上げます。 

鉄は熱いうちに打て。「精神が柔軟で、吸収する力のある若いうちに鍛えるべきである。物

事には時機があり、好機を逸してはならないこと」等のたとえとして引用されます。若いとき

に多くを経験し、身に付けたこと、体に染みついたことは一生忘れない、財産となるとこれま

でを振り返ると切に感じます。境遇を嘆いてばかりいては勿体ない。ターニングポイントを見

逃さず、「いまがチャンス！」「ここが勝負の時！！」と前向きな気持ちで活動してください。

躍動している三笠高校生の姿を楽しみにしています。 

１年７ヶ月間お世話になりました。 
期限付教諭 

 大石 良明 

こんにちは。 

雪解けが順調に進んで、春ももうすぐですね。 

さて、私、都合で、3月末で時間講師を退任することになりました。 

時間講師として、2年生の「食生活と健康」（公衆衛生学）を担当させていただきました。 

新型コロナウイルス感染対策の中、緊張感もあり、若い皆さんに「健康」の大切さを学ぶこ

とも多く、有意義な時間となりました。 

結びになりますが、新３年生は集大成、２年生は挑戦とそれぞれの課題や目標に向かって進

んでください。新学期からの皆さんのご健康とご活躍をお祈りし、ご挨拶とさせていただきま

す。 

 

時間講師  

飛岡 わかえ 

https://www.weblio.jp/content/%E7%B2%BE%E7%A5%9E
https://www.weblio.jp/content/%E6%9F%94%E8%BB%9F
https://www.weblio.jp/content/%E5%90%B8%E5%8F%8E
https://www.weblio.jp/content/%E9%8D%9B%E3%81%88

